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������������いわゆる「学級崩壊」について

～『学級経営の充実に関する調査研究』（中間まとめ）の概要～

（平成１１年９月）

最近，いわゆる「学級崩壊」といわれる現象が話題になっています。こうし

た現象は決して多くの学校で起きているわけではありませんが，文部省におい

てもその実態を把握するため，平成１１年２月に「学級経営研究会」（国立教育

研究所内外の研究者や学校現場の関係者等で構成）にその研究委嘱をしまし

た。同研究会では，全国各地で小学校における学級経営に関して関係者から聞

き取り調査を行い，９月に中間まとめを発表しました。

文部省としては，今後とも調査研究を進め，具体の対応策を考えていきます。

○ 「学級がうまく機能しない状況」について

① 「学級がうまく機能しない状況」とは，「子どもたちが教室内で勝手な

行動をして教師の指導に従わず，授業が成立しないなど，集団教育という

学校の機能が成立しない学級の状態が一定期間継続し，学級担任による通

常の手法では問題解決ができない状態に立ち至っている場合」を指してい

ます。

② 「学級がうまく機能しない状況」の要因としては，学級担任の指導力不

足の問題や学校の対応の問題，子どもの生活や人間関係の変化及び家庭・

地域社会の教育力の低下等が考えられます。

③ また，これらは，ある一つの「原因」によって「結果」が生まれるかの

ような単純な対応関係ではなく，複合的な要因が積み重なって起こりま

す。問題解決のための特効薬はなく，複合している諸要因に一つ一つ丁寧

に対処していかなければならないものと考えています。

○ 「学級がうまく機能しない状況」の分析と対応策

学級がうまく機能しない状況にあるとした事例 １０２学級

（事例を１０のケースに類型化し、その多くは複数のケースに当てはまる）

ケース１ 就学前教育との連携・協力が不足している事例（１１学 級）

・ 子 ど も の 実 態 に 即 し た 学 級づ く り を 進 め る こ と，就 学 前 教 育 と

の連携・協力を進め，必要な情報を交換すること。

第１編 進む『教育改革』

８４
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ケース２ 特別な教育的配慮や支援を必要とする子どもがいる事例（２６学級）

・ 教育的配慮が必要かどうかの的確な判断をすること，息の長い取組のため

の体制づくりをすること，一人一人の子どもの「違い」を生かす学級づくり

をすること。

ケース３ 必要な養育を家庭で受けていない子どもがいる事例 （２１学級）

・ 子どもの教育環境を的確に把握し，関係機関との間に連携・協力関係を築

いたり，子どもとの間の信頼関係を築くこと。

ケース４ 授業の内容と方法に不満を持つ子どもがいる事例 （６５学級）

・ 授業方法の柔軟な選択を行うこと，そのため校内研修等の充実やティーム

・ティーチング，体験的な活動など多様な工夫を行うこと，授業時間以外の

言葉かけの工夫も大切であること。

ケース５ いじめなどの問題行動への適切な対応が遅れた事例 （３８学級）

・ いじめに対しては子どもの心理の理解に努め早期の適切な対応をするなど，

根本的な問題を探り当て，組織的に対応すること。

ケース６ 校長のリーダーシップや校内の連携・協力が確立していない事例

（３０学級）

・ 教員の異動直後は校務分掌などで経営的配慮をし，問題状況に対しては，

校長はリーダーシップを発揮して，職員の間に相談しやすい雰囲気づくりを

進めること。

ケース７ 教師の学級経営が柔軟性を欠いている事例 （７４学級）

・ 学級間の情報交換などによって，問題状況に関する共通理解を図ること，

学級担任の指導力を高めるための適正な校内人事に配慮すること。

ケース８ 学校と家庭などとの対話が不十分で信頼関係が築けず対応が遅れた

事例 （２７学級）

・ 学校の説明責任を果たすこと，保護者との対話や情報交換を工夫するなど，

一体となって問題解決に取り組むこと，地域や教育委員会等との連携を推進

すること。

ケース９ 校内での研究や実践の成果が学校全体で生かされなかった事例

（１６学級）

・ 校内の組織体制の充実を図ること，ティーム・ティーチングなど教授・学

習組織の工夫を行い，それを校内で学び合うこと。

ケース１０ 家庭のしつけや学校の対応に問題があった事例 （１４学級）

・ 保護者の子育て状況を把握し適切に対応すること，学校と地域の協力関係

づくりを進めること，早期の対応や柔軟な学校運営に努めること。

教育改革 Q&A ～教育改革に関する様々な疑問にお答えします～

８５


